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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｌ
ｏ
ｓ
ｔ
 

Ｃ
ｌ
ａ
ｎ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
０
８
０
Ｆ

【
作
者
名
】

　
六
々
ミ
ヲ
ト

【
あ
ら
す
じ
】

　
そ
の
世
界
の
人
々
は
、
二
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。
自
分
で
も
気
付
か
な
い

う
ち
に
・
・
・
・
・
・
。
そ
れ
は
、
魔
術
を
与
え
ら
れ
た
者
と
、
そ
う
で
な
い

者
―
―
―
―
。
科
学
を
手
に
入
れ
た
人
間
と
、
魔
術
を
持
っ
た
人
間
。
二
つ
の

カ
ナ
シ
キ
生
き
物
達
が
、
世
界
の
中
で
互
い
の
存
在
を
知
っ
た
と
き
、
そ
の
哀

し
い
戦
い
は
始
ま
っ
た
。
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序
―
―
―
―
―
―
死
ね
―
―
―
―
―
―
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―
―
―
―
―
―
殺
せ
―
―
―
―
―
―
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―
―
―
―
―
―
消
え
ろ
―
―
―
―
―
―

　
全
て
星
の
消
え
た
世
界
。
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闇
よ
り
も
冥
い
宙
空
。

く
ら

そ
ら

　
世
界
の
始
ま
り
。

　
私
達
の
始
ま
り
。

　
こ
の
星
の
、

　
今
か
ら
一
億
年
前
―
―
―
―
―
―
―
―
。

　
そ
こ
に
は
、

　
繁
栄
を
極
め
た
都
―
―
―
―
。

　
そ
こ
に
あ
る
幸
福
、
富
、
力
・
・
・
・
・
・
。
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誰
も
が
追
い
求
め
る
物
が
、

　
そ
こ
に
は
溢
れ
て
い
た
。

あ
ふ

『
オ
マ
エ
　
ノ
　
ノ
ゾ
ミ
　
ヲ
　
モ
ウ
シ
テ
　
ミ
ヨ
』

　
そ
れ
は
、
神
に
魅
入
ら
れ
た
者
達
・
・
・
・
・
。

　
そ
れ
は
、
神
に
見
放
さ
れ
た
者
達
・
・
・
・
・
。

　
身
体
も
心
臓
も
腐
れ
果
て
、

み

こ
こ
ろ

　
乾
い
た
大
地
で
朽
ち
果
て
る
・
・
・
。
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叫
び
声
。

　
ま
た
、
殺
戮
―
―
―
―
―
―
―
。

さ
つ
り
く

　
い
つ
か
ら
か
、

　
血
が
大
嫌
い
に
な
り
、
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何
よ
り
も
、

　
血
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
―
―
―
―
。

『
ソ
ナ
タ
　
カ
ナ
シ
キ
　
カ
イ
ラ
イ
　
ト
　
ナ
リ
』

　
老
婆
の
言
葉
。

　
そ
れ
も
今
か
ら
一
億
年
前
―
―
―
―
―
―
―
―
。

　
私
は
い
っ
た
い
、

　
何
人
殺
し
て
き
た
だ
ろ
う
―
―
―
―
―
―
―
―
。
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長
い
長
い
、

　
眠
り
の
中
、

　
永
遠
に
続
け
と
、

と
わ

　
涙
が
零
れ
た
・
・
・
・
・
・
。

こ
ぼ

『
ワ
レ
　
カ
イ
ラ
イ
　
ト
　
ナ
リ
ハ
テ
』

　
神
の
傀
儡
は
言
っ
た
。

か
い
ら
い

『
カ
ミ
サ
マ
』

　
こ
の
世
界
に
、



10

　
神
は
い
な
い
。

　
信
じ
て
、

　
我
等
は
神
の
傀
儡
と
な
る
。

　
神
な
ど
い
な
い
と
知
り
な
が
ら
、

　
縋
る
も
の
を
求
め
た
―
―
―
―
。

す
が
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叫
び
声
。

　
繰
り
返
す
、
殺
戮
―
―
―
―
―
―
―
。

　
何
度
目
だ
っ
た
か
・
・
・
、

　
と
う
に
忘
れ
た
―
―
―
―
。

　
い
つ
か
ら
か
、
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鉄
臭
が
大
嫌
い
に
な
り
、

て
つ
し
ゅ
う

　
何
よ
り
も
、

　
鉄
臭
を
好
ん
で
い
た
―
―
―
―
。

『
オ
マ
エ
　
ハ
　
イ
ツ
　
マ
デ
　
イ
キ
テ
　
イ
ル
』

　
そ
う
や
っ
て
私
達
は
、

　
こ
の
世
界
で
生
き
続
け
て
き
た
。

　
ず
っ
と
、

　
ず
っ
と
・
・
・
・
・
・
。
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―
―
―
―
―
―
消
え
ろ
―
―
―
―
―
―
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―
―
―
―
―
―
殺
せ
―
―
―
―
―
―
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―
―
―
―
―
―
死
ね
―
―
―
―
―
―
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壱
　
二
人
の
転
校
生

　
古
の
時
代
、
世
に
は
闇
魔
術
と
光
魔
術
が
存
在
し
た
。
二
つ
の
相
反
す
る
力

い
に
し
え

よ

あ
い
は
ん

は
、
次
第
に
枝
分
か
れ
し
、
後
に
沢
山
の
魔
術
を
生
ん
だ
。

の
ち

　
し
か
し
、
そ
の
力
に
選
ば
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
者
達
は
、
選
ば
れ
し
者
達

を
忌
み
嫌
っ
た
。

　
世
は
、
二
つ
に
分
け
ら
れ
た
。

「
力
の
あ
る
者
」
と
「
力
の
な
い
者
」
に
―
―
―
―
―
―
―
。

　
　
　
　
　
１
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◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

「
乖
璃
！
！
」

か
い
り

　
少
年
が
叫
ん
だ
。

「
薫
！
逃
げ
て
！
！
」

か
お
る

　
少
女
が
返
す
。

「
い
や
だ
！
乖
璃
も
一
緒
に
！
！
」

　
少
年
が
手
を
伸
ば
し
た
。

「
だ
め
・
・
・
・
、
だ
め
え
ぇ
ぇ
ぇ
え
ぇ
ぇ
っ
っ
っ
っ
っ
っ
っ
！
！
！
！
」

　
絶
叫
が
迸
る
。

ほ
と
ば
し

　
脳
天
を
突
き
抜
け
る
程
の
、
悲
痛
な
叫
び
。

　
頭
を
抱
え
、
背
を
仰
け
反
ら
る
。

の

ぞ

「
―
―
―
―
―
―
か
は
っ
・
・
・
・
・
・
・
！
！
」

　
少
女
は
、
血
を
吐
い
た
。

　
　
　
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

「
初
め
ま
し
て
、
霞
亮
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
宜
し
く
」

か
す
みり
ょ
う

　
新
学
期
に
入
っ
て
暫
く
。
そ
の
ク
ラ
ス
に
は
、
転
校
生
が
来
た
。

し
ば
ら

　
話
に
よ
れ
ば
、
隣
の
ク
ラ
ス
に
も
転
校
生
が
入
っ
た
ら
し
い
。
全
く
同
時
期
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に
、
し
か
も
こ
の
半
端
な
時
期
、
二
人
の
転
校
生
な
ど
珍
し
い
。

　
霞
亮
と
名
乗
っ
た
転
校
生
。
少
女
で
あ
る
。
漆
黒
の
髪
は
肩
ま
で
届
き
、
同

じ
色
の
双
眸
に
は
、
鋭
い
光
が
宿
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
瞳
は
ど
こ
か
危

そ
う
ぼ
う

な
げ
で
あ
り
、
何
者
も
寄
せ
付
け
ぬ
、
そ
ん
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

か
も

「
は
い
、
皆
さ
ん
。
何
か
質
問
は
あ
り
ま
す
か
？
」

　
先
生
が
笑
顔
で
呼
び
か
け
る
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

　
呼
び
か
け
に
答
え
る
者
は
、
い
な
か
っ
た
。

　
皆
が
そ
の
不
思
議
な
転
校
生
に
、
目
を
奪
わ
れ
て
い
た
。
男
子
は
お
ろ
か
、

女
子
ま
で
も
が
、
そ
の
不
思
議
な
美
し
い
容
貌
に
見
と
れ
て
い
た
。

よ
う
ぼ
う

　
可
愛
い
の
で
は
な
い
。
美
し
い
の
だ
。

「
先
生
、
な
い
よ
う
で
す
。
席
は
ど
こ
で
す
か
？
」

　
亮
が
問
う
た
。

　
教
師
は
、
そ
の
一
瞬
だ
け
現
れ
た
殺
気
と
、
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
な
威
圧
感

に
、
咄
嗟
に
言
葉
が
出
な
か
っ
た
。

と
っ
さ

「
え
・
・
・
・
・
・
。
あ
あ
、
あ
そ
こ
よ
」

　
指
差
さ
れ
た
方
向
を
見
る
。
列
の
最
後
尾
。
窓
か
ら
二
列
目
。

　
亮
は
、
真
っ
直
ぐ
そ
こ
に
向
か
っ
た
。

　
空
気
が
重
く
な
る
。
誰
も
何
も
喋
れ
な
か
っ
た
。

―
―
―
―
―
―
キ
ー
ン
コ
ー
ン
カ
ー
ン
コ
ー
ン

　
ふ
と
チ
ャ
イ
ム
が
な
り
、
皆
の
緊
張
は
一
気
に
解
け
る
。

ほ
ど

　
教
室
は
瞬
く
間
に
騒
が
し
く
な
り
、
入
り
口
付
近
に
生
徒
が
集
ま
っ
て
来
た
。

　
転
校
生
を
見
る
た
め
で
あ
る
。

　
騒
々
し
い
空
間
で
、
亮
は
一
人
、
目
を
閉
じ
て
い
た
。

　
周
囲
の
音
を
全
て
聞
く
。
全
て
が
囁
き
と
な
っ
て
、
彼
女
の
耳
に
届
い
て
い

さ
さ
や

た
。

―
―
―
―
―
―
亮
・
・
・
・
・
・

　
不
意
に
、
聞
こ
え
た
。
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「
昊
」

そ
ら

　
小
さ
い
、
呟
き
。

―
―
―
―
―
―
そ
っ
ち
は
・
・
・
・
？

「
大
丈
夫
」

―
―
―
―
―
―
良
か
っ
た
・
・
・
・
。

「
昨
日
の
男
が
う
る
さ
い
。
今
晩
ヤ
レ
っ
て
さ
」

―
―
―
―
―
―
そ
う
・
・
・
・
・
・
。
僕
は
構
わ
な
い
よ
。

「
な
ら
・
・
・
・
・
」

「
ね
え
ね
え
」

「
―
―
―
―
―
！
！
」

　
突
然
話
し
か
け
ら
れ
て
、
亮
は
不
覚
に
も
ほ
ん
の
一
刹
那
だ
け
、
動
揺
を
表

に
出
し
て
し
ま
っ
た
。
も
っ
と
も
、
誰
一
人
と
し
て
気
付
い
た
者
は
い
な
い
の

だ
が
。

「
あ
・
・
・
・
あ
あ
、
何
か
用
か
？
」

　
亮
は
予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
突
然
の
事
態
に
、
完
全
に
冷
静
さ
を
取
り
戻
せ

な
い
で
い
た
。
『
彼
』
と
話
し
て
い
た
の
が
、
聞
こ
え
た
か
も
し
れ
な
い
。

「
あ
る
あ
る
。
用
な
ら
と
ぉ
っ
て
も
あ
る
！
」

　
話
し
か
け
て
き
た
の
は
、
ク
ラ
ス
の
女
子
。
二
人
で
あ
る
。

　
一
人
は
う
る
さ
い
ぐ
ら
い
大
き
な
声
で
話
し
か
け
て
く
る
が
、
も
う
一
人
は
、

彼
女
の
後
ろ
で
腕
を
組
み
な
が
ら
こ
ち
ら
を
見
て
い
た
。

「
ア
タ
シ
は
、
遊
花
華
奈
。
で
、
こ
っ
ち
は
、
志
悦
美
麗
。
ア
タ
シ
達
っ
て
、

ゆ
う
か

か
な

し
え
つ

み
れ
い

あ
な
た
の
最
初
の
お
友
達
ィ
？
よ
ろ
し
く
ね
！
」

　
亮
は
、
頑
張
っ
て
笑
顔
で
答
え
よ
う
と
し
た
が
、
頑
張
っ
て
も
苦
笑
い
程
度

だ
っ
た
。

「
あ
、
あ
あ
・
・
・
・
・
。
宜
し
く
・
・
・
・
・
」

　
と
、
こ
こ
で
美
麗
が
口
を
開
い
た
。

「
す
ま
な
い
ね
・
・
・
・
、
転
校
生
。
こ
い
つ
は
こ
う
い
う
性
格
だ
か
ら
・
・
・

や
つ

・
。
せ
め
て
話
し
か
け
ら
れ
た
ら
、
返
し
て
あ
げ
て
」

　
華
奈
と
比
較
す
る
と
、
正
反
対
に
近
い
。

　
落
ち
着
い
て
い
て
、
静
か
な
喋
り
口
調
。
そ
れ
な
り
に
整
っ
た
顔
立
ち
で
、
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物
腰
も
柔
ら
か
だ
。

　
華
奈
も
、
可
愛
い
と
言
え
ば
可
愛
い
の
だ
が
、
こ
う
い
っ
た
手
合
い
の
人
間

は
、
亮
は
嫌
い
だ
っ
た
。

―
―
―
―
―
―
キ
ー
ン
コ
ー
ン
カ
ー
ン
コ
ー
ン

　
ま
た
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
。
皆
々
が
急
い
で
席
に
戻
っ
て
い
き
、
少
し
辺
り
が

静
か
に
な
っ
た
。

　
扉
が
開
き
、
教
師
が
入
っ
て
く
る
。

「
皆
さ
ん
、
突
然
で
す
が
授
業
変
更
で
す
。
今
日
転
校
し
て
来
た
二
人
が
も
う

す
ぐ
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
一
校
時
目
は
学
年
集
会

に
な
り
ま
す
」

　
そ
の
連
絡
を
聞
い
て
、
皆
は
少
し
驚
い
た
よ
う
な
顔
を
し
た
が
、
立
ち
上
が

っ
て
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
体
育
館
の
方
へ
向
か
っ
て
行
っ
た
。

「
ね
ぇ
ね
ぇ
、
帰
っ
ち
ゃ
う
の
？
」

　
ま
た
、
華
奈
と
美
麗
が
傍
に
来
た
。

「
あ
あ
、
今
日
は
少
し
忙
し
い
ん
で
な
」

「
そ
っ
か
・
・
・
。
残
念
だ
け
ど
、
仕
方
な
い
ね
。
じ
ゃ
あ
せ
め
て
、
体
育
館

の
場
所
ま
で
案
内
す
る
よ
。
ほ
ら
、
華
奈
行
く
よ
」

　
物
分
り
も
い
い
。
追
求
し
て
こ
な
い
。
こ
ん
な
感
じ
の
人
間
は
、
他
よ
り
か

な
り
マ
シ
だ
な
・
・
・
。

　
亮
は
考
え
て
い
る
こ
と
は
顔
に
は
出
さ
ず
、
淡
々
と
し
た
態
度
を
と
り
続
け

る
。

「
あ
あ
、
助
か
る
よ
」

　
そ
の
日
、
突
然
現
れ
突
然
帰
っ
た
二
人
の
転
校
生
は
、
学
年
皆
が
注
目
す
る

話
題
の
的
と
な
っ
た
。
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「
同
じ
ク
ラ
ス
の
方
が
良
か
っ
た
か
な
？
」

「
い
や
、
そ
れ
は
学
校
側
も
迷
惑
だ
ろ
う
。
い
く
ら
意
識
を
弄
っ
た
か
ら
と
い

い
じ

っ
て
な
」

　
少
年
が
問
い
、
少
女
が
答
え
る
。

「
だ
い
ぶ
暗
く
な
っ
た
な
。
仕
事
も
終
わ
ら
せ
た
し
・
・
・
・
・
帰
る
か
」

　
少
女
が
歩
き
出
し
た
。

「
あ
っ
、
ち
ょ
っ
と
亮
！
！
」

　
少
年
が
、
亮
の
腕
を
掴
ん
だ
。

「
何
、
昊
？
」

「
自
分
の
身
体
、
見
て
み
な
よ
」

か
ら
だ

　
言
わ
れ
た
亮
が
自
分
の
身
体
を
見
下
ろ
す
。

「
あ
・
・
・
・
・
・
」

　
衣
服
は
朱
く
染
ま
っ
て
い
た
。

あ
か

「
そ
の
ま
ま
じ
ゃ
、
警
察
が
来
る
よ
」

　
昊
が
、
呆
れ
た
よ
う
に
嘆
息
を
吐
い
た
。

た
ん
そ
く

つ

「
・
・
・
・
・
・
・
ね
ぇ
、
昊
・
・
・
・
」

　
亮
の
顔
つ
き
が
、
突
然
真
剣
に
な
っ
た
。

　
と
、

「
！
！
」

　
突
風
が
彼
等
を
襲
う
。

お
そ

「
な
っ
・
・
・
・
・
！
」

「
亮
！
！
」

　
昊
が
手
を
伸
ば
し
た
。
が
、

「
く
ぁ
っ
・
・
・
・
！
！
」

　
二
人
が
同
時
に
背
を
仰
け
反
ら
せ
た
。

「
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
」

「
え
」

　
何
か
、
聞
こ
え
た
。

　
亮
が
必
死
に
辺
り
を
見
回
す
。

「
な
・
・
・
・
に
・
・
・
・
・
？
」
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光
る
物
が
、
見
え
る
気
が
す
る
。

「
昊
・
・
・
・
・
・
・
！
」

　
目
線
だ
け
で
辺
り
を
見
た
。
し
か
し
、
周
囲
に
は
何
も
な
い
。

「
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
亮
の
目
が
、
こ
れ
以
上
な
い
程
見
開
か
れ
た
。

「
亮
！
！
」

　
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
走
っ
て
来
る
、
一
つ
の
影
が
あ
っ
た
。
そ
の
バ
ッ
ク
に
、

ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て
来
る
二
つ
の
影
が
重
な
る
。

「
ね
え
ね
え
、
今
日
ど
っ
か
行
こ
ー
よ
ー
。
暇
で
し
ょ
？
」

　
華
奈
が
、
腕
を
掴
ん
で
引
っ
張
る
よ
う
な
仕
草
を
す
る
。

「
場
所
に
よ
る
な
。
お
前
の
よ
う
に
暇
で
は
な
い
し
」

　
亮
は
相
変
わ
ら
ず
な
言
い
方
で
返
し
た
。

「
え
～
」

　
華
奈
は
口
を
尖
ら
せ
る
。

と
が

「
行
こ
ぉ
～
よ
ぉ
～
」

「
そ
の
辺
で
止
め
と
か
な
い
と
、
亮
サ
マ
が
怒
り
出
す
よ
、
華
奈
」

や

　
漸
く
到
着
し
た
美
麗
が
言
っ
た
。

よ
う
や

「
だ
っ
て
え
～
・
・
・
・
。
何
か
言
っ
て
よ
、
真
花
ぁ
～
」

ま
は
な

「
・
・
・
・
・
美
麗
に
同
じ
」

　
ボ
ソ
ッ
と
い
う
呟
き
が
、
逆
に
華
奈
に
は
効
果
的
だ
っ
た
。
膨
れ
っ
面
で
華

ふ
く

つ
ら

奈
は
黙
る
。

「
お
～
い
、
お
前
等
ぁ
！
ち
ょ
っ
と
！
」

　
呼
び
声
が
聞
こ
え
、
四
人
が
振
り
向
い
た
。

「
な
ぁ
ー
に
よ
、
こ
ん
な
時
に
？
」

　
美
麗
が
目
を
眇
め
る
。

す
が
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「
誰
？
」

　
亮
が
走
っ
て
来
た
二
人
の
男
子
を
見
て
、
怪
訝
そ
う
な
面
持
ち
に
な
る
。

け
げ
ん

「
え
？
あ
あ
、
そ
う
か
。
俺
は
白
鷺
彩
輝
。
で
、
こ
っ
ち
は
押
韻
静
。
初
対
面

し
ら
さ
ぎ

さ
い
き

お
う
い
ん
し
ず
か

だ
も
ん
な
、
転
校
生
！
」

　
彩
輝
は
、
明
る
く
言
っ
た
。

「
あ
あ
、
そ
う
。
私
は
・
・
・
・
・
」

「
霞
亮
、
だ
ろ
？
」

　
静
が
亮
の
言
葉
を
遮
っ
て
代
わ
り
に
答
え
た
。

さ
え
ぎ

「
え
・
・
・
・
・
」

　
一
瞬
呆
気
に
と
ら
れ
た
亮
だ
が
、
す
ぐ
に
我
を
取
り
戻
す
。

あ
っ
け

「
あ
、
あ
あ
。
よ
く
覚
え
て
い
て
く
れ
た
な
・
・
・
」

　
転
校
生
が
来
て
か
ら
も
う
す
で
に
一
ヵ
月
程
は
経
過
し
て
い
る
。
そ
ん
な
に

前
の
自
己
紹
介
を
、
他
の
ク
ラ
ス
の
男
子
生
徒
が
覚
え
て
い
る
の
は
以
外
だ
っ

た
。

「
あ
っ
、
そ
う
だ
っ
た
」

　
突
然
、
彩
輝
が
ぽ
ん
と
手
を
鳴
ら
し
た
。

「
中
介
、
お
前
ん
と
こ
の
担
任
が
、
明
日
少
し
早
め
に
来
い
っ
て
さ
。
お
前
、

な
か
が
い

何
か
し
た
の
か
？
」

「
さ
あ
」

　
真
花
は
ど
う
で
も
よ
さ
げ
に
呟
い
た
。

「
亮
」

「
！
」

　
突
然
背
後
か
ら
降
っ
て
き
た
声
に
、
全
員
が
勢
い
よ
く
振
り
向
い
た
。

「
昊
・
・
・
」

　
亮
も
、
驚
い
た
よ
う
に
呟
く
。

　
そ
の
と
き
、
静
が
微
か
に
眉
を
寄
せ
た
こ
と
に
、
亮
は
気
配
で
気
付
い
た
。

か
す

「
ど
う
し
た
の
、
昊
？
」

　
亮
が
近
づ
い
て
い
く
と
、
昊
は
子
供
の
よ
う
に
拗
ね
た
顔
し
た
。

す

「
早
く
！
！
」

　
強
引
に
亮
の
腕
を
掴
む
と
ぐ
い
ぐ
い
と
引
っ
張
っ
て
い
く
。
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「
ち
ょ
っ
、
昊
っ
！
！
」

　
昊
の
静
か
な
が
ら
圧
倒
さ
れ
る
剣
幕
に
負
け
、
亮
は
そ
の
ま
ま
ど
こ
か
に
連

れ
て
行
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

Lost Clan
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